
 

 

 
 

第
四
二
回 

内
村
鑑
三
研
究
会
の
ご
案
内 

 

日
時 

 
 
 

二
〇
二
一
年
九
月
二
〇
日
（
月
曜
日
・
祝
日
）
一
四
時
～
一
七
時 

 

開
催
方
法 

 
Z

O
O

M

会
議
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
の
た
め
遠
隔
会
議
と
し
て
開
催
） 

 

発
表
① 内

村
鑑
三
の
聖
書
講
解
と
再
臨
信
仰―

―

楽
園
喪
失
か
ら
楽
園
完
成
へ           

 
 
 

 

小
林
孝
𠮷 

 
 

 
 
 
 

（
文
芸
評
論
家
） 

［
発
表
要
旨
］ 

 

内
村
鑑
三
の
聖
書
講
解
に
は
、
神
の
言(

こ
と
ば)

の
コ
ス
モ
ス
が
果
て
し
な
く
広
が
り
、
そ
こ
に
は
生
命
の
河
が
途

絶
え
る
こ
と
な
く
流
れ
て
い
る
。
本
報
告
に
お
い
て
は
、
昨
年
一
二
月
に
刊
行
し
た
拙
著
『
内
村
鑑
三
の
聖
書
講
解

―
―

神
の
言
の
コ
ス
モ
ス
と
再
臨
信
仰
』（
教
文
館
）
を
も
と
に
、
内
村
鑑
三
の
旧
新
約
聖
書
の
講
解
を
通
し
て
、
楽

園
喪
失
か
ら
楽
園
完
成
へ
の
福
音
の
水
脈
と
た
ど
る
こ
と
で
、
未
来
社
会
の
希
望
と
内
村
鑑
三
の
再
臨
信
仰
に
つ
い

て
考
え
る
。 

 

 

発
表
② 

（
再
訪
）
内
村
鑑
三
と
無
教
会
の
信
仰
の
型
に
つ
い
て 

―
―

Ｗ
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
と
Ｃ
・
テ
イ
ラ
ー
を
手
が
か
り
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

千
葉 

眞 
 

（『
内
村
鑑
三
研
究
』
編
集
委
員
、
国
際
基
督
教
大
学
名
誉
教
授
） 

 

［
発
表
要
旨
］ 

 

本
報
告
は
本
年
五
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
内
村
鑑
三
研
究
』
第
五
四
号
に
掲
載
さ
れ
た
同
名
の
拙
著
論
文
を
元
に
、

そ
の
後
の
考
え
（after-th

o
u

g
h

t

）
や
感
想
を
加
え
て
、
内
村
鑑
三
と
そ
の
後
の
無
教
会
（
主
に
関
根
正
雄
を
取
り
上

げ
る
）
に
み
ら
れ
る
信
仰
の
型
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
そ
の
際
、
ア
メ
リ
カ
の
哲
学

者
Ｗ
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
（
一
八
四
二
〜
一
九
一
○
年
）
と
カ
ナ
ダ
の
現
代
政
治
哲
学
者
Ｃ
・
テ
イ
ラ
ー
（
一
九
三
一
〜
）

の
所
説
を
手
が
か
り
に
解
明
を
試
み
た
い
。 

 

司
会 

ゾ
ン
タ
ー
ク
・
ミ
ラ
（
『
内
村
鑑
三
研
究
』
編
集
委
員
、
立
教
大
学
教
授
） 

 

資
料
・
通
信
費 

一
〇
〇
〇
円 

 

申
し
込
み 

 

九
月
一
〇
日
ま
で
に
メ
ー
ル
で
左
記
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
氏
名
、
住
所
、T

E
L

、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
明

記
）。
折
り
返
し
当
日
ロ
グ
イ
ン
す
るU

R
L

と
資
料
・
通
信
費
振
込
口
座
の
情
報
を
お
送
り
し
ま
す
。 

ゾ
ン
タ
ー
ク
・
ミ
ラ 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス 

m
so

n
n

tag
@

rik
k

y
o

.ac.jp
 

 

主
催 

 

『
内
村
鑑
三
研
究
』
編
集
委
員
会 

（
荒
井
克
浩
、
岩
野
祐
介
、
柴
田
真
希
都
、
ゾ
ン
タ
ー
ク
・
ミ
ラ
、
高
木
謙
次
、
千
葉 

眞
、
柳
父
圀
近
） 

 

問
い
合
わ
せ 

ゾ
ン
タ
ー
ク
・
ミ
ラ 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
スm

so
n

n
tag

@
rik

k
y

o
.ac.jp

 

今
井
館
教
友
会
内
『
内
村
鑑
三
研
究
』
編
集
委
員
会 

 

電
話 

〇
三
・
六
二
七
七
・
五
六
六
九 


